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（３Ａ）

Ａ

Ｎｏ．４取水ポンプ盤

引込開閉器盤

　　　３φ ３Ｗ
ＡＣ２００Ｖ ６０Ｈｚ

商用電源 商用電源
　　　１φ ２Ｗ
ＡＣ１００Ｖ ６０Ｈｚ

積算電力計
（電力会社支給）ＷＨＭ

ＭＣＣＢ
２２５ＡＦ
３Ｐ　１５０ＡＴ

ＬＡ

ＥＦ×２
ＶＳ  ０～３００Ｖ

Ｖ

ＷＬＬＡ

ＭＣＣＢ
２２５ＡＦ
３Ｐ　１５０ＡＴ

ＥＬＣＢ
１２５ＡＦ
３Ｐ　１２５ＡＴ
１００ｍＡ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１０ＡＴ

１φＴＲ
２００／１００Ｖ
１ＫＶＡ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１０ＡＴ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１０ＡＴ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１０ＡＴ

制御電源

ＡＣ２００Ｖ

テレメータ電源計装電源

ＡＣ１００ＶＡＣ１００Ｖ

５２

３Ｅ　 ＳＣ
２５０μＦ

 ＣＴ×２
１００／５Ａ

ＡＳ ０～１００～３００Ａ

６４２

IM

１８．５ｋＷ

作業用コンセント
　 （２０Ａ）

５２Ｌ

　盤内
雑用電源

ＡＣ１００Ｖ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１０ＡＴ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１０ＡＴ

ＥＬＣＢ
５０ＡＦ
２Ｐ　２０ＡＴ

ＭＣＣＢ
５０ＡＦ
３Ｐ　３０ＡＴ

ＷＬ（３Ａ）

ＥＦ

ＬＡ

ＬＡ

積算電力計
（電力会社支給）

ＥＬＣＢ
５０ＡＦ
２Ｐ　３０ＡＴ
１００ｍＡ

ＷＨＭ

 ＬＥＤ
 ３２Ｗ
  相当

ＴＧＳ

ＭＣＣＢ
３０ＡＦ
２Ｐ　１５ＡＴ

保安灯

Ｎｏ．４取水ポンプ

ｉｆ：　　Ａ

保安灯

単線結線図

単線結線図
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２００

２５０

３
５

０
３

５
０

１
０

０
０

６００

１５０

セパレータ

ＮＰ０２

記　号 銘  板  記  入  文  字 仕　様 備　考

引 込 開 閉 器 盤ＮＰ０２ ５ｔ×１６０×４０    （貼付）

排気口（防虫網付）

ＭＰ１ ＭＰ２

ＭＰ３

ＭＰ４

ＭＰ５ ＭＰ６

（　正　面　）

吹込み防止板付

ＮＰ１ ＮＰ２ ＮＰ３ ＮＰ４

Ｖ Ａ ＬＩ ＦＩ

Ｌ１

９８０

１
０

５
０

２
１
０
０

５０８００１００

９５０

５０ １０００ ５０

１１００

５
０

１０１０

（　側　面　）

４０ ７６０

１０ １０

Ｃ．Ｈ

５

５ ５
１

０
０

１
０

０
５

Ｇ Ｒ

　

（ＯＬ）

（ＯＬ）

（ＯＬ）（ＯＬ）

（ＷＬ）

（ＷＬ）

（ＯＬ）

（ＯＬ）

（ＷＬ）：乳白色
（ＲＬ）：赤色
（ＯＬ）：橙色

（ＲＬ）（ＷＬ）

２００Ｖ

電源 電源

１００Ｖ 取水ポンプ 取水ポンプ テレメータ

制御電源

取水ポンプ

 ＥＬＣＢ 

トリップ
低水位

取水井

３Ｅ動作 故障運転

ＮＰ０１

　　　１

　　　３

　　　４

ＭＰ　１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５　

　　　６

Ｒ，Ｇ

　　Ｌ１

　　　Ｖ

　　　Ａ

　　ＬＩ

　　ＦＩ　　

Ｎ ｏ ． ４ 取 水 ポ ン プ 盤

主 幹 電 圧

　　　２　　　取 水 ポ ン プ 電 流

取 水 井 水 位

取 水 流 量

切 -Ｒ Ｓ -Ｓ Ｔ -Ｔ Ｒ -切

切 - Ｒ  - Ｓ  - Ｔ  -切

現 場  －  電 気 室

停 止  －  運 転

故 障 復 帰

ラ ン プ テ ス ト

記　号 銘  板  記  入  文  字 仕　様 備　考

５ｔ×３１５×６３    （貼付）

２ｔ×５０×１２.５    （貼付）

２ｔ×５０×１２.５    （貼付）

２ｔ×５０×１２.５    （貼付）

２ｔ×５０×１２.５    （貼付）

切替開閉器：キク形 (アクリル）

　　〃　　：キク形（アクリル）

　　〃　　：キク形（アクリル）

　　〃　　：ピストルアクリル）

３０φ　押釦ＳＷ（黒）（貼付）

（小型表示灯）

（集合表示灯）

（電圧計）

（電流計）

（水位計）

（流量計）

Ｎ Ｐ ０ １

 吸気口（左右）

Ｌ１記入文字

３０φ　押釦ＳＷ（緑）（貼付）

(フィルタ付 )
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制御盤外形図

制御盤外形図

工業用水道№4取水井電気機械設備工事

2



駐車場

2m(フェンス～引込柱）

民地

光ケーブル

300mm

埋戻し
発生土(   )

13ｍ（盤～PB2（流量計））

14ｍ（盤～PB1（動力））

ポンプ18.5Kw

65m(引込柱～盤）

L=18m

300mm

Ｃ

300mm

300mm

L=49m

500mm

ＡＢ

800mm

20ｍ（盤～照明用柱）

L=20m

▽ＧＬ

（引込柱）

▽ＧＬ

光ケーブル

（照明用柱）

工事名
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図面名

縮　尺 図　番
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備考）.　　　　　部は今回新設を示す

島根県出雲市斐川町出西　地内

斐川宍道水道企業団
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取水井電気配線平面図

平面図

引込柱Ａ

ポンプ場敷地 中電柱からの支持

ED1 4sq

取水ポンプ盤

EC

E D1 4sq

Ｂ

CEE2sq-4C（ FEP30）

CEES2sq-2C， IE2sq（ FEP30）

CET38sq× 2， IE14sq（ FEP100）

CEES2sq-2C， IE2sq（ FEP30）

照明用柱

CET38sq  （ FEP100）

CE22sq-2C（ FEP100）

　　　　 （FEP30）

FEP30

FEP100

FEP30
FEP100

FEP30

Ｃ

CE2sq-3C（ FEP30）

コンクリート柱

足場ボルト

7- 1 4 - 1 . 5

自動点滅器付

自在バンド
（C P用）保安灯(32W 相当）

根枷

自在バンド

（機器用）

足場ボルト

自在バンド

（C P用）

（引留用）引込線
自在バンド

3φ3W　200V　60Hz

1φ2W　100V　60Hz

巻付グリップ

玉碍子

支線ガ－ド

亜鉛メッキ鋼より線22°
 N T T光 回 線

引込開閉器盤

自動点滅器付
保安灯(32W 相当）

根枷

コンクリート柱
8 - 1 9 - 3 . 5

ED

CET38sq(HIVE54)

CE22sq-2C(HIVE36)

　　　　　（HIVE22）

C E 2 s q - 3 C（ HI V E 2 2）

I E 1 4 s q（ H I V E 1 6）

C E 2 s q - 3 C（ H I V E 2 2）
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備考）.　　　　　部は今回新設を示す

斐川宍道水道企業団

取水ポンプピット電気工事詳細図
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取水ポンプピット電気工事詳細図
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至：水位計 CEE-S2sq-2C,IE2sq(HIVE22)

至：電極 専用ケーブル×3(HIVE22)

至：ポンプ 専用ケーブル×2

至：流量計 CEE-S2sq-2C,IE2sq(HIVE22)

PB3PB4

PB1PB2
ボイド（別途工事）

ボイド管（φ50mm）

至：流量計 CEE-S2sq-2C,IE2sq(FEP30)

至：ポンプ CET38sq×2,IE14sq(FEP100)

至：水位計 CEE-S2sq-2C,IE2sq(FEP30)
至：電極 CEE-S2sq-4C(FEP30)

①

備 考

プルボックス構成表

記 号 仕 様番 号 名 称 備 考

盤構成表

ＰＢ１

ＰＢ２

ＰＢ３

ＰＢ４

 200×200×200 SUSWP

 500×500×500 SUSWP

 200×200×200 SUSWP

端子台付き

 400×400×300 SUSWP

端子台付き

端子台付き

端子台付き① 　取水ポンプ盤



工業用水道計装フローシート

DB

光ケーブル

P P

φ150

水質計

TuPHT

出西水源地　ろ過設備へ

光ケーブル

送水ポンプ制御盤

ロガーＰＣＳ

ＬＡＮ

P

P

P

送水ポンプ

７５KW×３

φ250

島根富士通(株)
受水槽

(株)出雲村田受水槽

(株)出雲村田新工場

受水槽

備考）．　　　　部は今回新設を示す。

M

M

M

φ200φ200

P P

φ200

P

ＰＣＳ

光ケーブル

ＴＭ ＴＭ

ＰＣＳ

工業用水道テレメータ盤

ロガーＰＣＳ ＰＣＳ

ＴＭ

Ｉ/Ｏ

上水　ＰＣＳ０盤 上水　ＰＣＳ１盤

現
場

Ｍ

取水ポンプ制御盤

ＰＣＳ

φ150

ＴＭ/ＴＣ

６１Ｆ

Ｄ

６１Ｆ

水位発信器

投込式水位計

テ
レ
メー

タ
盤

ＴＭ ＴＭ

テ
レ
メー

タ
盤

(

株)

出
雲
村
田
受
水
槽

島
根
富
士
通(

株)

　
受
水
槽

テ
レ
メー

タ
盤

(

株)

出
雲
村
田
新
工
場
受
水
槽

ＴＭ

ＮＴＴＮＴＴ
専用回線

ＮＴＴ
専用回線 専用回線

Ｉ/Ｏ

ＰＣＳ

６１Ｆ

FILI LI FI LI FI

×２

FQ

FQ

FIFI
FQ

FQ

FQ
FI

FQ

FICFSTuIPHITILALALI

サーバー１ サーバー２ webサーバー

監視装置（上水・工水）

工
業
用
水
水
源
地

監
視
室

　　　　　　　　部は機能増設を示す。

RT

６１Ｆ ６１Ｆ

ＰＣＳ

№6取水 №4取水

FQFILIFQFILIFQFILIAFQFILIAFQFILIA

ISO ISO ISO

ＩＷＡＮ網

UPS

LA

DB

FI FQLI

ＴＭ

RT

ＮＴＴ

ＩＷＡＮ網
ＮＴＴ

RT

ＰＣＳ ＴＭ

計装テレメータ盤

計装テレメータ盤

DB

DBDB

DB

No.1 取水井 No.2 取水井 No.3 取水井 No.4 取水井 No.6 取水井

受水槽

配水池

取
水
ポ
ン
プ
盤

取
水
ポ
ン
プ
盤

取
水
ポ
ン
プ
盤

No.6No.4No.3

DB

φ400

※１

※１
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ＩＩ

L Ｆ

COS1

G R

№6取水PLC
№4取水制御機能増設

操作可
取水ポンプ

№4

PLC異常

№4取水
№6取水

№4取水

ＴＭ異常

取水ポンプ
故　障

異常低
取水井水位

№4

№4

機能増設

対水源地テレメータ

機能増設
対配水池テレメータ

FQ

青色

工 事 名

場    所

図 面 名

縮    尺

斐川宍道水道企業団

図 　番

900

N P

PB PB

計装テレメータ盤

PB

取水ポンプ制御盤（２）

FQ

FQ

COS1

N P N P

L1

L2
L3

取水ポンプ制御盤（１）

1, 000800

Ｉ

Ｆ

Ｉ

L

Ｉ

L Ｆ

Ｉ

COS1

G R

FQ

FQL

Ｉ

Ｆ

Ｉ

L

Ｉ Ｉ

Ｆ

COS1

G R

1, 200

取水ポンプ制御盤（２）

№3取水PLC

L1

取水ポンプ
操作可

準備完了
取水ポンプ

№3

№3

操作可

№6
取水ポンプ

PLC制御

PLC２側

PLC１側

PLC制御

異常

PLC１

異常

PLC２

PLC異常

№3取水

L2

取水ポンプ

吐 出 弁

L3

故　障

故　障

異常低
取水井水位

取水ポンプ
故　障

異常低
取水井水位

№6

異常高

№3

№3

№6№3

水　位
受水槽

本図は参考とし、詳細は承諾図にて決定する。

PB PB

N P

800

工業用水道配水池　電気設備図

計装テレメータ盤

備考）．　　部は機能増設を示す。
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水源地電気室・配水池　電気改造図

島根県出雲市斐川町出西・直江　地内

工業用水道水源地電気室　電気設備図



番号

砕石工

4.9×2.2×0.15-0.75×0.75×3.14×0.15=1.35m3(9.0m2)

捨てコンクリート工
4.9×2.2×0.05-0.6×0.6×3.14×0.05=0.48m3

コンクリート工
4.8×2.1×0.25-0.6×0.6×3.14×0.25=2.24
1.2×0.2×1.8×3=1.301.2×0.2×1.95×4=1.78

合計 5.32m3

防水剤入りモルタル工
4.5×1.0×2=9.0 1.8×1.0×2=3.6
1.8×0.2×3=1.08 1.95×0.2×4=1.56
1.95×1.2×4=9.36 1.4×1.2×4=6.72

合計 31.32m2(0.96m3)

型枠工

4.5×1.45×2=13.05 1.8×1.45×2=5.22
1.95×1.2×4=9.36 1.4×1.2×4=6.72 合計 37.8m2

砕石 RC-40
ﾀﾝﾊﾟｰ転圧

18N/mm2-8-40

24N/mm2-8-25

ﾓﾙﾀﾙ厚さ
３０mm

①

②

③

④

数量計算 備 考

4500

③

⑩

⑨

⑦⑤④②

①

▽GL.=1X.X

⑥

200 1950 200 1950 200

3
0
0

3
0
0

2
6
0

3
0
0
3
0
0

1
2
00

2
50

50
1
50

3
0
0

3
0
0

3
0
0
3
0
0
2
6
0

備　　考名　　称

NCP

NCP

ﾌﾗﾝｼﾞ規格

ﾌﾗﾝｼﾞ規格

ﾌﾗﾝｼﾞ規格

150A伸縮管 JIS10k(RF)ﾌﾗﾝｼﾞ規格

ﾌﾗﾝｼﾞ規格

NCP

内外面粉体塗装

150A L=800両Ｆ短管

150Ax255x255x90°両Ｆ曲管

φ150整流機能付バタフライ弁

150A電磁流量計

150A L=850両Ｆ短管

150A伸縮管

150A逆止弁

地上部 150A

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

番号

JIS10k(RF)

JIS10k(RF)×上水7.5k(RF)

上水7.5k(RF)

上水7.5k(RF)

上水7.5k(RF)

上水7.5k(GF-RF)

上水7.5k(GF-RF)

3
0
00

⑬

⑬

4
0
00

750 260 200 410 850 270 300 280

φ1200

ﾌ
ﾗ
ﾝｼ

ﾞ
規

格
：

J
I
S1

0
k
g/

c
m2

(
材

質
：

NC
P
 1

5
0
A)

ﾌﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ規

格
：

JI
S
1
0k

g
/c

m
2

(
材

質
：

N
CP

 
1
50

A
)

φ1500

(20Aネジ付)
3
00

3
00

4.8×0.25×2=2.4 2.1×0.25×2=1.05

1
00

⑪

⑫

NCP

取付位置は協議の上決める水中ポンプ空転防止用電極

150A L=1500片Ｆ短管(片GXﾒｶ挿し加工)⑫

⑪

上水7.5k(GF)

NCP150A×90°両Ｆ曲管 上水7.5k(GF-RF)

断　面　図

ポンプピット詳細図

ポンプベース詳細図井戸蓋詳細図

4500

200 1950 200 1950 200

150 150

50 504800

4900

1
8
00

20
0

1
4
00

2
0
0

1
5
0

15
0

5
0

5
0

21
0
0

22
0
0

平　面　図

図面番号

工事箇所

令　和　　　７　　　年 度

図　 種

施工年次

事 業 名

工 事 名

縮 尺

斐 川 宍 道 水 道 企 業 団

ポンプピット詳細図、井戸蓋詳細図、ポンプベース詳細図
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　配線用ウォールボックスの取付位置、電線管の貫通位置

を導水管工事と協議のうえ、施工すること。

出雲市斐川町　出西　地内

3
0
0

2
50

450

⑬

NCP150A L=150特殊両Ｆ短管 上水7.5k(GF-RF)

⑧

150

⑧特殊短管寸法図

④両Ｆ短管寸法図
(遮水ﾊ゚ ｲﾌ゚材質： 黒鋼管)

基礎砕石 RC-40

捨コンクリート

捨コンクリート

投込み式水位計

清水用水中ポンプ

吐出量 1.67m3/min

揚程 20.0m

18.5kW

ドレンVPφ50

ボトム板

ドレンVPφ50

斐川町工業用水道事業

工業用水道No.4取水井電気機械設備工事

(電気機械設備工事に含む)

(電気機械設備工事に含む) (電気機械設備工事に含む)

(電気機械設備工事に含む)
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0

φ
10
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φ
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0

厚さ：36mm

井戸径　φ1200

下塗り：錆止め塗装

上塗り：ウレタン塗装
φ
60
0

4-φ27(M24基礎ボルト用)

4-M20タップ(吊りボルト用)

4-M20タップ(ポンプベース取付用)

通気塔用孔　2箇所

4-M12タップ(通風筒用)

8-M16タップ(水位計用)

水位計用孔　2箇所

620

670

540

6
2
0

6
7
0

5
4
0

4-φ23(M20基礎ボルト用)

4-吊りボルトM20

2-ケーブル用孔φ23

8-フランジ用孔φ19(PCDφ240)

揚水管用孔φ150

2
6
0

2
8

21
1

24
7

RF RF

850

180

2
80

φ
1
5
0

上水7. 5KフランジJI S10Kフランジ

6-φ19
Rc3/4

150

24
7

24
7

29
0

φ
1
5
0

RF RF

上水7. 5Kフランジ

ボルト孔
水平中心線に対し等配分

ボルト孔

垂直中心線に対し等配分

6-φ196-φ19

　電気機械設備工事の範囲は、水中ポンプから⑧特殊両Ｆ
短管までとする。
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